















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































｢天子よ，この三昧の名はプリー テイアー ハー ラヴユー ハ7となし，その三昧に専念して，如来
は七日間，結馴鉄坐を解かざるままに過ごしたり」［と]。
それから，実に，比丘らよ’サマンタクスマ天子は，如来を，偶を8以て讃歎せり。
１．［御身の］足は［千編の］輪相に満ち，無垢なる蓮華の葉の［如き］千の光輝あり。天
くどくじゆ
神たちの宝冠に［常に］触れられたる足なれば，［われもまた］功徳素［なる御身］の両
足に敬礼せん。
２．その時，かの天子は，心に歓喜しつつ，善逝（仏陀）の足を礼拝せるのち，人・天9を
寂静ならしめ，疑念を除くべく，この言葉を語れり。
とんじ人ち
３．［御身は］シャーキヤ族（釈迦族）に歓喜を生ぜしめ，貧･眼･痴を滅尽せしめたり。［今
また］諸々の疑問を滅尽せしめて，人・天の疑念を払拭したまわんことを。
しょうりょう じ｡うりき
４．称量しがたき一切智性を正覚せるのち，十力（仏陀）は何ゆえに，勝者よ，菩提の座Iこ
て，七日間，結伽鉄坐を解きたまわざるや。
５．満開の百葉蓮華の如き眼を有する者'０［たる御身］は，一体何を見て，七日間を，人中
の獅子たる者よ，清浄なる眼もて，瞬きもせず観察したまえるや。
６．樹王（菩提樹）の根元にありて，七日間結釧鉄坐を解かざるところの，この誓願は，
べんきいしし
御身だけのものなるや，それとも，すべての弁才師子（仏陀）のものなるや。
じゅうりきそん
７．十力尊［なる御身］の口には，美妙なる芳香あり，歯は平斉Iこして浄潔なり。いざ，真
実なる語を告げたまいて．人・天（人間や天神たち）に歓喜を生ぜしめたまえ。
８．月の顔貌なせる者（仏陀）は，彼に''言えり。「天子よ，わが言葉を聴くがよい。この
質問に対して'２，われは少しばかり語るがゆえに。
かんじよう
９．王が，ある場所において，親族衆Iこ瀧頂（即位）せしめられたるとき，七日間，その場
５原語samantakusumaは方広にも「普花」と訳されている。
６「如来が」の原語（tath5gatah）は主要東大写本に欠落しているが．Tib.にはこれに相当する訳語がある
ので，挿入すべきである。
ア原語pmyaharavynhaは「歓喜食荘厳」の意である。方広には「喜‘悦三昧為食」と訳されている。
sTib.は「かくの如き偶を」という意味の訳文となっている。
９「人・天」（naramamnZim）の部分は．方広には「天人」と訳されているが，Tib､にはlhamin（非天）と
訳されている。
'０「満開の百葉蓮華の如き眼を有する者」の部分は．方広には単に「背蓮」と訳されている。
llTib､には，ｔａｍ（彼に）に相当する訳語がない。
l2Tib.は「この質問への返答を」という意味の訳文となっている。
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所を離れざるは｡実に13.王の怪樫Mなり。
１０．まさに同じく，十力者（仏陀）もまた，誓願を成就して瀧頂せられたるとき，七日間‘
菩提の座にありて．勝者（仏陀）たちは結馴朕坐を解かざるなり。
11．あたかも，勇者が余すところなく征圧したる敵衆を観察するが如く，仏陀もまた，菩提
きいめつ
の座Iこて．催減したる諸煩悩を観察する。
12．愚擬から生じる愛欲や念怒は，衆生にとっての敵に似て，盗品を保持せる盗賊の如く'５
ことごと
なるも，われは，それらを悉く，ここに滅除したり。
13.われは，ここに，九種の慢心の類を滅除し，さらに．僑慢を住虚なきものとなせり'6。
一切の洞（煩悩）を捨断し，われに至高の智が生起したり。
う あいむみようずい
14．ここに，有愛（存在への渇愛）の行，またかの，為すべからざることを為す無明，１通
め人こん しょうじん
｜|艮根（潜在的煩悩）の網は，［われの'7］聡明なる智の火によって焼尽せられたり。
われわれ しんにゅうこんげんえおじようさく
１５．われは，ここIこ，かの，「我は」「我の」とて深入して根元にまで垂下せる稜悪の縄索，
けんろうがいしようてんばくとうけん
堅牢なる蓋障の纏縛を，智の刀剣によって切断したり。
もうわく しゆじやく
'６われは,ここに’久しく「製の所有｣との妄惑により破滅Iこ終着する，これらの取著あ
る[五]篭を胸,智によって通知したり。
１７．われは，ここに，これら二つの愚擬'９，虚妄と謬見，大如地獄を結末とするものを，悉く
抜除し，再び生ぜしめること断じてなし。
ちようりん てんどう
１８．われは，ここに，善根の火光をもって蓋障の澗林を焼尽し，また，四種の顛倒を，われ
は，余すところなく完全に焼尽したり。
つる
１９．われは．ここIこ，想念の糸に結ばれたる，有害なる妄想の蔓を，菩提支分（七覚支）の
多彩なるｵ礎によって,残すところなく劉灘せしめたり。
２０．六十五の悪路と，三十の不浄なる迷妄と，四十の邪悪とを，われは，この菩提の座にて
曙んじょ
断除したり。
２１．十六の放逸と，十八の身体要素（十八界）と，二十五［の生存状態]22の全てを，われは，
I3Tib､には，ｈｉ（実に）に相当する訳語がない。
Ｍ「法性」の原語dharmatiiは，インドの日常の用法では．単に「日常のきまり」「世のならわし」という
ほどの意味であった（中村元「例教語大辞典」1253頁参照)。
l5Tib･は「盗賊が掠奪せる財物の如く」というような意味の訳文となっている。
l6Tib.は「九種の慢心と住虚なき怖‘|型を滅除せり」という意味の訳文となっている。
１７Tib.には，「われは」（～を焼尽したり）に相当する訳語（､as）がある。
18「これらの取著ある［五］護を」の部分は，Tib.では「取著ある，この［五］漣を」という意味の訳文
となっている。
'9「二つの愚擬」とは上の第１２偽に見られる「愛欲と盆怒」を指すと思われるが，方広には「無明」の訳
語が用いられている。
鋤Tib.には．mahョ（大）に相当する訳語がない。
21Tib・には．ａ§es罰（残すところなく）に相当する訳語がない。
22「二十五有」とは「衆生が流転輪廻する生死の世界を二十五種に分けたもの」であり，「欲界に十四有．
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菩提の座に坐して，ここに断除したり。
２２二十の繊劉と‘世間の二-'一八の恐怖をわれは｡ここに,精進力と勇猛を駆使して．
超出したり。
Ｉまうこう ごとく
23.また，仏陀の五百の11包嘩を，われは，ここに，，際得し，百千に達する諸法を，われは証
得したり。
へんざい
24.われは．ここに，九十八の随眠（潜在的煩悩）を，余すところなく，根の辺際Iこ至るま
ずいぼんのう ぼんしよう
で，随煩悩の枝葉もろとも，智の火光によって焚焼したり。
２５欲望と疑念が蝿して割,邪見の水によって流下する鯛,不浄なる岸畔のある,渇愛の河
がんはん
の激流を，［われは］智の太陽によってi固渇せしめたり。
てんごくこだん きょうわくけんどんばつじょ
26.詣曲と虚談は捨断され,証惑･樫寅･悪意･嫉妬などの26，この27,煩悩の荒野は伐|縦され，
律儀の火によって焼尽されたり。
とうじよう けんいん けんじよう
27．ここに，かの，職瀞の根源にして，困難なる悪趣Iこ牽引する，賢聖［なる者］への誹誘
の言葉は.簸勝なる智の薬剤によって蝿せしめられたり。
28.われは．ここに，智と徳と三昧とを獲得して，悲泣と働笑と憂愁と哀惜とを，全く残す
ところなく，終了せしめたり。
29.われは，ここに，真実・理智・三昧を得て，暴流と拘束と［煩悩の］束縛と悲しみの矢
と，倣慢と放逸との，一切を征服したり。
きぎ
30.われは，ここに．煩悩の澗林Iこして，欲念が堅く根づきたる，生存の樹々を，正念の斧
もて，余すところなく切断し，智の火によって焼尽したり。
がま人
31.われは，ここに．かの28,強大なる我慢（自負心）にして，三界の自在主なる．邪悪な
ざんきつ
る自我を鋤．智の剣もて斬殺せり，インドラ（帝釈）による阿修羅王鋤の如く。
あいもう
32．三十六［種］に活動する愛網（渇愛の網継）は，残すところなく，この菩提の座におい
て，強力なる智慧の剣にて切断され．智の火によって焚焼されたり。
33°われは，ここに，これら，苦悩と悲しみを生起せしめる．煩悩の根を，随眠もろともに，
じより
最勝なる智慧の鋤箪をもって，残すところなく，抜除したり。
34°われは，ここに，自性清浄なる衆生の智慧眼を清浄ならしめ，偉大なる智の眼薬をもつ
色界に七有，無色界に四有がある」とされる。中村元「悌教語大辞典ｊ１０４５頁参照。
型「塵気」の原語rajasIaraは「塵挨の拡散」の意味であるが，Tib､にはfionmonschubo（煩悩の暴流）と
訳され‘方広には「亜塵」と訳されている。
劃方広には「愛疑溌集」と訳されている。
野Tib.は「邪見の水に満ちたる」という意味の訳文となっている。
26Tib.は「祇惑と樫貧と嫉妬と悪懲の」という意味の訳文となっており．「など」に当たる訳語はない。
鰯Tib.には．ｔａｍ（この）に相当する訳語がない。
勢Tib､には．ｓｏ（かの）に相当する訳語がない。
２，「邪悪なる自我を」の部分は，Tib.では単に「悪漢を」という意味の訳文となっている。
鋤「阿修羅王」（daityeKndra）は，方広には「修羅衆」と訳されている。
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て，広大なる愚凝の障膜を切断したり。
マカラまかつぎよ しだい かくらん
35．ここにおいて，放縦の海獣３，（摩掲魚）なる，四大（地水火風）の有情によって撹舌Lさ
じようしんしやまた け入
れたる，広大なる渇愛の，生存の海は,われの32正念と定‘し，（著摩他）の陽光によって乾
こ
枯せしめられたり。
36．［われは33］ここにおいて，感官の材木の束にして，妄念の煙を出しつつ烈しく燃える，
情欲の大火を，解脱の河流の清涼なる水によって鎮火せしめたり。
ずいめん むらくも
37.われは，ここに，味覚を稲妻とし妄念を雷鳴とする，随1,民（潜在的煩悩）の叢雲を，精
進力の疾風により駆逐して，完全に消失せしめたり劉。
38.われは，ここに，無垢なる正念の三昧を得て，心行（心の作用）なる敵，生存の相続な
る怨敵を351強力なる智慧の利剣によって，余すところなく切断したり。
39．ここに，かの36,［軍］旗を頂きに掲げて，象．馬の戦車を押し立てたる，醜悪なる外貌
えと〈
のナムチ（悪魔）勢の勇猛なる軍隊を，慈［'し、］を会得して降伏せしめたり。
40.われは，ここに’五つの［感覚的］享楽に富み，常に上妙の情欲を有する，六感官の軍
馬を，不浄［観］の三昧を得て，余すところなく捕縛したり。
と人あい
41.われは，ここに，無願の三昧を得て，貧愛と‘憤怒による喧嘩と争論との37,残余なき捨
断の辺際に達したり。
42．ここに，［われは38］［一切は］空なりとの三昧を得て，内と外との一切の妄念と，妄想
と妄分別とを滅尽したり。
きわ
43.われは．ここに，無相の三昧を得て，人間と天界との至高の極みなる，一切の歓楽を，
余すところなく捨棄したり。
44．［われは39］ここに．三種の解脱［門］を得て．われは，今や，智慧の力によって，か
う けぱくことごと
の40,一切の，諸々の有（迷いの境界）の繋縛を，悉く離脱したり。
け人しよう
45.われは，ここに，因を［正しく］見照して，無常に常想をなし．苦に楽想をなし，無我
に我想をなすところの，三種の因の妄想を征服したり41.
3lmakaraは「海の‘怪物の一種（恐らくは鰐または鮫)」である。荻原雲来編「漢訳対照掩和大辞典（新
装版)」（講談社，昭和61年）982頁（makaraの項）参照。
32Tib､には，ｍｅ（われの）に相当する訳語がない。
33Tib・には，「われは」に相当する訳語（､as）がある。
別Tib・は「完全に吹き散らしたり」という意味の訳文となっている。
:燭Tib・は「生存の怨敵の相続を」という意味の訳文となっている。
獅Ｔｉｂｎａｓ（＝ｍｅ；われは）は掩文（sョ；かの）と合わない。
37Tib.は「貧愛と憤怒と喧嘩と争論の」という意味の訳文となっている。
銘Tib.には．「われは」に相当する訳語（､as）がある。
:卿Tib.には，「われは」に相当する訳語（､as）がある。
.I0Tib､には，tZini（かの）に相当する訳語がない。
柵「無常に」以下の部分は．Tib.では「常と無常の想念と．我と無我．楽と苦の．三種の因の想念に勝利
したり」という意味の訳文となっているが．方広には「又我永断彼無常作常想於苦作楽想無我作
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46.われは．ここに，六処（色．声．香．味．触．法）を根として集起する，諸種の行為の
じゅおう
発現の一切を，樹王（菩提樹）の-Ｆにて，無常の打撃を以て切断したり。
ぐちめいまいくら
471われは蝋]ここに,愚擬の冥昧に暗まされて邪見倣慢雛に満ちたる,久しき暗黒を”
智の陽光により破りて，明浄ならしめたり。
マカラ
48.われは，ここに，貧愛と情欲の海獣（摩掲魚）が住み，悪見と邪念．［また］渇愛の波
とだつ
浪ある，輪廻の大海を，精進力の船により渡脱したり。
49.われは，ここに，それを了知すれば，貧愛．旗悲43．愚擬と，心の妄想を焼くこと，山
火事の中に落下せる蛾［を焼くが］の如くなる．それ（菩提）を讃知したり。
てんつい コーテイナユク
50.われは，ここに，久しく転墜して，実に，無量の拘砥那由多もの［多くの］劫Iこおいて
輪廻の道に煩悶せる，［その］熱悩を減し，鎮めたり。
りやくげどういがくうひ
5'．われは，ここに，世間の利益のために，一切のﾀﾄ道異学の達成せざる，老．病．憂悲．
かんろ
苦悩を終滅せしめるかの甘露（不死）を識知したり。
ろくしょ ごうん
52．渇愛より生じる［六］処による苦悩，［五］漣による苦悩が，もはや生起せざるところの．
無畏の都城に，今，われは到達したり。
53．かの，巨大なる内なる敵の，すべては，ここに［われによって44］護知せられたり。わ
れは，それらを覚知し，焼尽して，再生の余地なきものとなせり。
コーテイナユク
54．甘露（不死）を得るために，それを目的として45,拘砥那由多もの［多くの］劫において．
きしや
自分の身肉や眼，多くの財産を棄捨したるところの，それ（正覚）が．今，われに誰知せ
られたり。
55．無数の過去の勝者（仏陀）によって覚知せられたる，それ［なる正覚］を．われは，こ
めいきよう
こに，誼知したり。その甘美Iこして悦ばしき音声は，諸々の世界に鳴響せり。
くういつせつなかげろう
56．因縁により生起する．世界は空にして，‘I:‘､の一刺那において過ぎ去るところの陽炎か
け入廷つばじようしんきろう
乾閏婆城（蜜気楼）の如し［との]，それ［なる知見］が，今，われに誼知せられたり。
57.われは，ここに，至高の眼を全く清浄ならしめて，それによって，一切の世界を，あた
きみ
かも掌中に置かれたる樹の実46を見るが如く|こ［如実に］見る。
ナユタ
58.われは，ここに，三明を獲得して，宿命を想起す。無数の那由多もの劫を，眠りより目
覚めたるが如<に想起せり。
てん
59．天神や人間は逆転して想念し，その顛倒によって焼かれたり。それもまた，同じく‘顛
どうただかんろ
倒を正して.われは.ここに.甘露(不死)の鋤を飲めり。
我想」と訳されている。
42Tib.には，「われは」に相当する訳語（､as）がある。
43Tib.には，dvesa（順悪）に相当する訳語がない。
柵Tib､には．「われによって」に相当する訳語（､as）がある。
45Tib､には．yasyEirthe（それを目的として）に相当する訳語がない。
46方広には「樹の実」に当たる部分に「推庶勅果」との訳語が当てられている。
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じゆうりさじしゅ
60．その［甘露を得る］ために，諸々の十］（仏陀）は，一切衆生に対する慈［心］を修
じゅう
習せり。われは，慈の力により勝利して，まさに，その･甘・露（不死）の醍醐を飲めり。
じ、うりきひ
61．そのために，諸々の十］（仏陀）は，一切衆生に対する悲［心］を修習せり。われは，
悲の力により勝利して，ここに，［その］甘露（不死）の醍醐を飲めり。
じゅうりき き
62．そのために，諸々の十力（仏陀）は，一切衆生に対する喜［,L､］を修習せり。われは，
喜の力により勝利して，ここに，［その］甘露（不死）の醍醐を飲めり。
じゅうりきナュ夕しや
63．そのために，諸々の十力（仏陀）は，那庄l多もの劫にわたり，捨［心］を修習せり。わ
れは，その捨の力により勝利して，ここに，［その］甘露（不死）の醍醐を飲めり。
64.また，ガンジス河の砂よりもはるかに多くの十力（仏陀）たちによって〔飲まれ〕，過
去の勝者（仏陀）なる獅子たちによって，かつて飲まれたるところの甘露（不死）の醍醐
を，われは。ここに飲めり。
65．「老・死の彼岸に達せずしては結IMlil鉄坐を解かざるべし」と，軍勢を伴える，このマー
ラ（悪魔）の而前にて，われは，かの言葉を宣言したり。
しょうよう さいは
66．実に．堅固にして照耀たる智の金剛によって，われは無明を推破し，かくて-'一力（仏陀）
たることを得たり。それ故に，［われは］結伽鉄坐を解くべし。
ろ
67.われは'1可羅漢たることを得て，われの漏（煩悩）は残余なきものとなり，また，ナムチ
（悪魔）の軍勢も推破されたり。それ故に，［われは］結跡l鉄坐を解くべし。
ことごとかずら
６８灘'7の鱗は,われによって,今や,悉く打破せられ,渇愛の蔓も切断されたり。そ
れ故に'８，われは結伽鉄坐を解くべし｡」［と]。
69．それから，かの，人中の月なる者（仏陀）は，悠然として，座より起ち上がり，荘厳な
る瀧頂を受けてから１９，獅子座（玉座）に坐したまえり。
ｌきうびょう
70.また，天神衆は，千もの宝瓶より，種々なる香水を注いで，世間の親族Iこして，功徳の
そうよく
彼岸に達したる-1-力（仏陀）を操浴せしめたり。
コーテゼナユク ナユタ
７１．拘1Mt那由多もの天神たちが，那由多ものアプサラス（天女）たちと共に和合して，四方
そう
全面から，千もの楽器を奏して，比類なき供養をなせり。
72．かくの如く，実に，天子たちよ，因あり，縁あり,また．因縁ありて50,諸々 の勝者（仏
陀）は，菩提の座にありて，七日間結伽鉄坐を解かざるなり，と［言われる]。
かくして．実に，比丘らよ’等正覚を現証せる如来は，［成仏後の］般初の七日を，まさに，
47「五蓋」とは「心を覆う五種の煩悩」であり，貧欲（貧り）・賦悲（怒り）・惜沈睡眠（眠りこんだよう
な無知蒙昧）・揮挙悪作（繰諺の状態）・疑（ためらい）の五つである。中村元「悌教語大辞典」356頁
参照。
禍Tib､ｈｄｉｒ（＝iha；ここに）は焚文（tena；それ故に）と合わない。
;，方広には「受諸天操浴」と訳きれている。
副'この部分の「縁」の原語はhetu，「縁」の原語はpralynya，「因縁」の原語はnidZmaである。
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その［成仏を得たる］座に住したり。「われは，ここに，無上なる正等覚の菩提を識得したり。
われは，ここに，始終なき5'生・老・死の苦悩を終滅せしめたり」と［思念しつつ]・
第二の七日において.如来は‘三千大千世界の辺際まで52.長き撚あ歩行をなせり。第三
の七日において，如来は，瞬きすることなく，菩提の座を観察したり。「ここにて，われは，
無上なる正等覚を証得して，始終なき53生･老・死の苦悩を終滅せしめたり」と［思念しつつ]・
第四の七日において，如来は，東の海から西の海の辺際まで訓，［第二の七日よりも］短き経行
の歩行をなせり。
その時実に.憩餓笥闘は如来のもとに来たり．近づきて｡如来に対してかくの如く
言えり。｢世尊よ.溌繊錨したまえ｡善逝よ,般浬梁したまえ｡今は,世尊の般浬梁すべき
時なり」［と]・比丘らよ’かくの如く言われて，如来は，悪職波旬にかくの如く答えたり。「波
危もん
旬よ’われは，わが比丘たちが大いに成長し，温順・明11析・柔善・無畏・多聞（博識）にして，
[正］法に随順する法を体得し，自ら師としての智を輝かしめること57.また，次々に発生する
さいぷく あた
外道異学を［正］法に即して擢伏し，浄信を生ぜしめ，ネリl変を伴う法を説くこと能わざるうち
は，般浬梁せざるくし。波旬よ’世間において，われによって仏・法・僧（三宝）の系譜5sが
未だ確立せられず，無量の菩薩たちが未だ無上の正等覚に授記せられざるうちは．われは般浬
ししゅ
梁せざるくし。波旬よ’わが四衆59が，温順・柔善・明IWi60・無畏にして，神変を伴う法を説く
ものとならざるうちは６１，われは般浬薬せざるくし」と。
さて，その時．悪魔波旬は．この言葉を聞くや．苦悩し落胆し、悔恨に満ちて62,一方に退き．
うな麓
項垂れて。杖にて地面に文字を書きつつ坐せり，「《わが(剛》領域は［彼によって］超えられたり」
と［思念しつつ６１]。
５１Tib,thogmamedPa（無始なる）は雑文an-avam-agra（始終なき）と合わない。
52原文Upagrhyaは意味不明であるが，Tib・にはｂａｒｄｕ（～の辺まで）と訳され．方広にも「篤遥際」と
訳きれているので．「～の辺際まで」の意とみる。
53Tib・thogmamedpa（無始なる）は焚文an-nvara-agra（始終なき）と合わない。
識ここでも同じく、「辺際まで」の原文upagmyaは.Tib.にはbardu(～の辺まで）と訳され．方広にも「(以
大海）篤遜際」と訳されている。
弱「波旬」はp3P1yiin（悪しき者）の音訳であり．悪職の呼称として用いられる。
鋪「般浬梁」（parinirv町a）とは「完全な浬薬」の意であるが．ここでは「仏陀が亡くなること」を指す。
57Tib・は「自ら師たることを宣言し」という意味の訳文となっている。
認Tib､sgm（名声）は鈍文vamsa（系譜）と合わない。
弱「四衆」とは比丘（男性出家者)・比丘尼（女性出家者)・優婆塞（男性在家信者）・優婆爽（女性在家信者）
の「四種類の信徒」である。
㈹Tib・には「明噺・柔善」の順序で訳されている。
6ｌＴｉｂ･は「説くことができる者たちとならざるうちは」という意味の訳文となっている。
鯉Tib.には，vipratisarin（悔恨に満ちて）に相当する訳語がない。
“「わが」の原語（ｍｅ）は主要東大写本に欠けているが．Tib､によっても文脈的にも．これを挿入すべき
である。
６１Tib・は「～と思念したり」という意味の訳文となっている。
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すると，その時，かの65，三名のマーラの娘たち。ラティ（楽）とアラテイ（不楽）とトゥ
リシユナー（渇愛)66は，悪魔波旬に偶を以て語りかけたり。
７３．父よ，何ゆえに憂愁したまうや。もし，その67人［の名］を告げたまうならば，その者
じようさくてんばく ひ
を68,貧愛の縄索もて纏縛し，象の如くIこ牽き来たらん。牽き来たりて，さらに，その者
を速やかに御身に服従せしむくし｡６９
マーラ（悪魔）は言えり。
7470．世間の阿羅漢なる善逝（仏陀）は貧愛に支配されることなし。わが領域は完全に超越
せられたり。それ故に，われの悲歎すること甚だしきなり。
それから，彼女たちは，女人の軽率さから，まだ［釈尊が］菩薩たりし時［にも示されたと
ころ］の如来の威神力を知っていたにもかかわらず7'，父（マーラ）の言葉を聞かずして，一
子を出産したる女・若年の女・中年の女の姿を示現して72,見境もなく，如来の近くに到来し
へんげ
たれども，如来は彼女らを意に止めざりき。さらにまた73，彼女らを老婦に変化せしめたり。
そこで，彼女らは，父のもとに帰り来たりて，かくの如く言えり。
７５．「彼は食愛によって牽引されることなし。わが領域は超越せられたり。それ故に，われ
は甚<悲歎せり」と，父上が私らに仰せられたることは真実なりき。
けげ人
７６．ガウタマ（釈迦牟尼）を破滅させるために，私らが化現せしめたる容色を，もし彼が注
視したならば，それにより，彼の心臓は裂けたるべし。
しんぎよう
されば，いざ父よ，私らの老婦の身形を消失せしめ［て本形Iこ復せしめ］たまえ。
マーラ（悪魔）は言えり。
‘5Tib､には，ｔｉｉｓ（かの）に相当する訳語がない。
６６これら三名の魔女の名の原語は，順にrati，arati，ｔ騨輯である。
67Tib､には，ａｓａｕ（その）に相当する訳語がない。
68Ｔｉｂには，ｔａｍ（その者を）に相当する訳語がない。
的Tib､には，この後に「かくの如き憂愁も不安も捨てたまえ。広大なる喜楽が得らるくし」という意味の
一行分（4行より成る一偽の最後の行に当たる部分）が付加されている。しかし，これに相当する
SamyuttaNikﾖyａ（1,ｐ・l24f;南伝大蔵経第十二巻「相応部経典一」209頁）の偶も．Ｍｖ（Ⅱ1,ｐ281）の
偶も，３行で一喝を成しているから，もともとこの付加部分は原文に無かったものであろう。一般に
Slokaは2行で一偶をなすが，そう見た場合，３行目が1行だけ残り．１行の不足となるので．Tib・訳者は
原文には無い１行を創作して付加したと思われる。Ｌは，このＴｉｂ訳の付加部分に当たるところに＊印
を付けて原文不明としているが，Ｓ･はTib・訳付加部分の前半だけを基に還党した原文（daurmanasyam
up3yasamviprajah3hiyidrsam；かくの如き悲しみや不安は捨てたまえ）を挿入している。
７０Ｌ､によれば．直前の第73偶が2行と1行との二つの偶（第73個と第74偶）に分かれるために．本偽は第７５
偶となる。しかし．第73偶は3行で一偶を成すので，本偶は第74偽となる（以下，偶番号がずれる)。
７１方広には「如来蔦菩薩時巳作妖姿擾乱菩薩」と訳されている。
72方広には「一篇童女之形。一篤少婦之形。一篤中婦之形」と訳されている。
73Ｔｉｂには．bhnya§Ｃａ（さらにまた）に相当する訳語がない。
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77．仏陀の威神力以外には，［それを］なし得るところの7Ｉ，そのような人を，動くものと動
かざるものの世界（全世界）に，われは見ることなし。
78．速やかに行きて．［かの75］牟尼に，自らのなせる罪過を‘戯悔せよ。彼は，汝らの願いど
おりに，もとの身形に復せしめたまわん。
そこで，彼女たちは行って，如来に謝罪せり。「世尊よ，私たちの過誤を許したまえ。善逝よ’
私たちの罪過を《許したまえ76》。かくも幼稚なる，かくも凡愚なる，かくも蒙昧なる，未熟
ぼうとく
にして道理を知らざる者どもなれば，私らは世尊を冒涜しうると慢‘l:‘,したり｡」［と]。そこで，
如来は彼女たちに偶を以て告げたり。
７９．［汝らは］爪で山を引っ掻き．歯で鉄をかじり，頭で山をうがち，はかり難きを測らん
と欲した［るに似た］り。
なぜ
「それ故に，娘たちよ，汝らの罪過を［われは］許すべし。それは何故かといえば，罪過に
罪過ありと見て，繊悔し，その後は律儀を守るならば，それは聖なる法と律における増上なれ
ばなり」［と]。
比丘らよ’第五の七日において，一週間の大風雨が起こりたる時，如来はムチリンダ77竜王
の居宅に住したり。その時，実にムチリンダ竜王は，自らの居宅より出てきて，如来の身体を
とぐろふくえい
七重の姥局で取り巻き78,傘状に広げた頭部で覆鶏したり。「如来の身体を寒さや風が襲うこと
のなきように」と。また，東方からも，他の多くの竜王たちが来たりて．如来の身体を七重の
姥局で取り巻き，傘状に広げた頭部で覆弱したり。「如来の身体を寒さや風が襲うことのなき
ように」と。東方からと同様に，南・西・北からも竜王たちが来たりて，如来の身体を七重の
捲局で取り巻き，傘状に広げた頭部で覆鶏したり。「如来の身体を寒さや風が襲うことのなき
ように」と。また79，その竜王たちの雄局の団塊は，メール山王の如く，高々とそびえ立てり。
また，それらの竜王たちが，七日七夜の間に，如来の身体に密着して，彼らに生じたる80とこ
ろの，そのような安楽は，かつて一度も経験せざるものなりき。それから，七日を過ぎて，力、
の竜王たちは,風雨が去りたるを知って如来の身体より姥局を隣き､如来の足もとに頭面を
ずめ人
74Ｔｉｂは「変現せしめることができるところの」という意味の訳文となっている。
75Tib.には．「かの」に相当する訳語（｡e）がある。
７６この「許したまえ」の原文pratigrhn説ｕは全写本に欠落しているが,Tib.にはこれに相当する訳語があり，
文脈上も必要であるから．Ｌに従ってこれを挿入するo
77Mucilimdaは竜王の名にして「目填隣陀」と音訳される。
稀Tib.は「[自分の］身体で如来の身体を七重に取り巻き」という意味の訳文となっている。
79Tib.には，Ｃａ（また）に相当する訳語がない。
80Tib.には，tesam…as、（彼らに生じたる）に相当する訳語がない。
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うにょうざんぞう
つけて敬礼し，右達三匝してから，各自の宮殿|こ戻り行けり。ムチリンダ竜王もまた．如来の
足もとに頭面をつけて敬礼し，右達三匝してから，自分の住居に入りたり。
第六の七日において，如来はムチリンダ［竜王］の住居よりアジャパーラ・ニヤグローダ８１
樹の下へ赴きたまえり。ムチリンダ［竜王］の住居とアジヤパーラ［、ニヤグローダ樹82］と
の間の，ナイランジャナ_河の岸辺において，チャラカ派［の修行者］やパリヴラージャカ８３
(遊行者）や，ヴリッダシュラーヴァカ（シヴァ派の老乞食者）やゴータマ派［の修行者］や
ニルグランタ（裸形のジャイナ行者）やアージーヴィがI（邪命派の行者）等々が，如来を見
て訊ねたり。「さても,御身ゴｰ ﾀﾏは,この七日間の,時ならぬにわか雨を畷.ずっと安楽に
過ごせたまいしや」［と]。
すると比丘らよ’如来は，その時，この《ウダーナ（感興の句）を柵》唱えたまえり。
８０．法を聴くこと．見ることを悦ぶ者にとって，寂静は安楽なり87．生類への自制ありて傷
害せざるは，世間の安楽なり。
がま人
８１．諸々の悪より超脱し，貧欲を離れることは，世間の安楽なり。我慢（自負心）を律する
こと，それこそが最高の安楽なり。
＊郷
比丘らよ’如来は，生・老・病・死・憂愁・悲歎・苦悩・落胆・惑乱等により，世間が燃え
〈焼かれ89》たるを見たり。そこで，如来90は，ここに，このウダーナ（感興の句）を唱えたま
えり。
８２．この世間は，声・触・味・色・香によって，煩悶を生じたり。生存を恐れながらも，生
じんぐ
存への愛着によって，なお生存を尋求せり。
［第24章…次号に続く］
81Ajapala-nyagridha樹は「山羊飼（山羊を護る？）のバンヤン（椿樹)」の意味であり，Ｍｖによれば，釈
尊は成道直後にこの樹の下にて説法を躍踏し，党天の勧請を受けた（赤沼智善編「印度悌教固有名詞辞
典｣，法蔵館，昭和42年，９頁参照)。
82Tib・には，「ニヤグローダ樹」に当たる部分の訳語が挿入されている。
郷原文caraka-parivr可akaはＢＨＳＤ（carakaの項）によれば，全体で一つのセクトを意味するとも考えら
れるが．ここでは．Tib．（spyodpapadan/kunturgyudan）を参考に．二つのセクト名に分ける。
綱これらの行者名に当たる部分の原文はvrddha§ravakagautamanirgranthZljTvikaである。
稲Tib.は「七日間の激しいにわか雨の．この時を」という意味の訳文となっている。
８６この「ウダーナを」の原語（udmam）は主要東大写本に欠落しているが，Tib･には．これに当たる訳
語がある。
87Ｔｉｂは「法を聴くことと見ることと，寂静を楽しむことは安楽なり」という意味の訳文となっている。
齢方広には．この箇所に「第七の七日において・・・」との挿入部分あり。
帥「焼かれ」の原語（prad7ptam）は主要東大写本に欠落しているが．Tib､には．これに当たる訳語がある。
卯Tib､bcomldanhdas（世尊）は焚文tathagata（如来）と合わない。
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